
　　京都大皐纒癖崇曾

　　　昂穴十五奉　第匹五號

原債の木質… ・’ 伺部刊良

ルソー「経濟論」について・ …河野健二

抽象的労働に關する若＾Fの問題… ＿
吉　村達次

経螢経濟鞠こ於ける経濟性概念について… …
降旗武膏

昭和二十五年五月



（5）（10）　（9）　（8）　（7）　（6ノ

　
経
螢

経
濟
塁
・
に
於
け
る
経
湊
…
性
概
念
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
十
五
参
　
　
三
一
二
　
　
第
‥
四
・
五
號
　
一
二
六

三
節
、
二
五
頁
参
照
。

　
生
産
軍
位

と
し
て
の
企
業
で
あ
る
鮎
、
欲
求
充
足
と
い
ふ
杜
曾
的
要
求
に
直
接
鷹
へ
る
鮎
、
生
産
性
と
し
て
の
経
営
計
算
で
あ
る
黙
、
等
々
。

　
貨
幣
計
算

を
不
可
避
と
す
る
も
、
企
業
計
理
を
制
度
化
し
て
考
へ
る
場
合
、
相
封
的
に
把
握
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

乞
↑
巨
切
≦
ば
・
・
器
「
、
出
昂
戸
g
。
・
切
》
合
誌
巳
柳
言
昌
。
p
］
Φ
c
。
ご
唱
七
゜
培
～
卜
。
」

序
文
、
二
頁
参
照
。

〉
°
出
。
蹄
s
§
、
毛
」
旨
。
】
冨
『
邑
6
］
昌
Φ
烏
湾
訂
忌
旨
警
后
合
9
¢
巳
⑦
旨
昏
目
琶
O
お
c
。
煙
。
Q
°
獣
゜

国
o
穿
o
ロ
ぶ
ロ
゜
p
O
°
ω
心
ド

黒

澤
清
、
企
業
計
理
糖
論
、
佐
々
木
吉
郎
編
「
経
螢
経
濟
學
」
二
一
九
頁
。

降吉河岡

旗村野部
本

號

執

筆

者

紹
介

武達健利

彦次二良

京
都
大
學
助
教
授

京
都
大
學
助
教
授

京
都
大
學
講
師

京
都
大
學
大
學
院
特
別
研
究
生

～



冨
・
　
，
　
メ
か
0
・
°

　　　　　　　　　　　　　本本　　　　　　　　　　　　　　　橋部山崎崎岡井江江積谷崎ロ杉津　田波
　　　　　　　　　　　　　誠英
　　　　　　　　　　　　　　　隆利秀武亮　保英文　　勇　亮恭　宣
　　　　　　　　　　　　　二太
雄一清藏一雄實稔藏競二彦均卒郎郎憲良夫稔

罐

．

，
，
璽
，
毒
線
．
毒
ー
ー
田
琴
・
ー
2
ミ
ー
‘
ー

　
び
藝
二
云
　
　
蔭
　
　
　
　
《
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
董
直
ぼ
デ
必
澱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
　
　
：
　
董
　
・

頭
碑
パ

印
励
人

印

刷

所

嚢

行

所

嚢

費

所

拓
－
痴

醇
．
尋
㏄
刊
舷
ノ

B
本
篇
眞
印
刷
株
式
會
耐

　

京
都
市
中

京
匿
壬
生
花
井
町

　
三

　
京
都
大
學
鯉
濟
學
部
内

京

都

大

學

経

濟

學

會

　

振
替
ロ
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　

日
本
出
版
協
會
會
員

　

番

號

B
　
一
　
一
　
一
〇
五
六
號

歪有支
店

　
　
　
斐

　
　
　
閣

東

京

都

千

代

田

睡

祠

田

神
保
町
二
丁

目
十
七
番
地

電
話
良
⑳
｛
。
。
≡
器

振

替
ロ
座
東
京
三
七
〇
番

京
都

市

左

京

匿

北

白
川

農

　
大
　
電
　
停
　
前

　　一
　四．〔，”｛

本
誌
の

購
讃
及
び
廣
告
は
す
べ
て
有
斐
閣
へ
御
申
込
み
下
さ
い

（禁

轄

載
）


	text_0001
	text_0002
	text_0003

